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要 旨（300文字程度）

ウルトラファインバブル（UFB）は、直径1マイクロメートル未満の微細気泡であり、水産養殖においては魚の成
長促進効果や硝化細菌の活性向上による水質浄化能の改善、また水耕栽培においては作物の生育促進効果や環境ス
トレス緩和効果が報告されている。本研究では、トラフグと矮性ミニトマトを用いた汽水アクアポニックスにおけ
る空気UFBの効果を検証するために、1/4人工海水を使用した実験系を構築した。現在、両生物種の成長特性やバイ
オマス生産量、循環水の水質動態等についてモニタリング・評価を行っている。




